
政
令
第
二
号

労
働
安
全
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
同
法

附
則
第
八
条
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

目
次第

一
章

関
係
政
令
の
整
備
（
第
一
条
―
第
六
条
）

第
二
章

経
過
措
置
（
第
七
条
）

附
則

第
一
章

関
係
政
令
の
整
備

（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
三
十
五
号
か
ら
第
九
十
二
号
ま
で
」
を
「
第
三
十
四
号
か
ら
第
九
十
一
号
ま
で
」
に
改
め
、
第
二
十
六
号



を
削
り
、
第
二
十
七
号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
二
十
八
号
か
ら
第
六
十
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
七
十

号
中
「
第
三
十
号
」
を
「
第
二
十
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
十
九
号
と
し
、
同
条
中
第
七
十
一
号
を
第
七
十
号
と

し
、
第
七
十
二
号
か
ら
第
九
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
第
十
六
号
を
削
り
、
第
十
五
号
の
六
を
第
十
六
号
と
し
、
同
条
第
十
八
号
中
「
特
定
化
学
物
質
等
」
を
「
特
定

化
学
物
質
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
三

次
に
掲
げ
る
物
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
作
業
（
試
験
研
究
の
た
め
取
り
扱
う
作
業
を
除
く
。
）

イ

石
綿
（
ア
モ
サ
イ
ト
及
び
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
を
除
く
。
）

ロ

イ
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
製
剤
そ
の
他
の
物
で
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

第
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
一
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
設
備
）

第
九
条
の
三

法
第
三
十
一
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。



一

化
学
設
備
（
別
表
第
一
に
掲
げ
る
危
険
物
（
火
薬
類
取
締
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
火
薬
類
を
除
く
。
）
を
製

造
し
、
若
し
く
は
取
り
扱
い
、
又
は
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ
ー
ル
、
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
油
、
ア
ニ
リ
ン
そ
の
他
の
引
火
点
が
六

十
五
度
以
上
の
物
を
引
火
点
以
上
の
温
度
で
製
造
し
、
若
し
く
は
取
り
扱
う
設
備
で
、
移
動
式
以
外
の
も
の
を
い
い
、

ア
セ
チ
レ
ン
溶
接
装
置
、
ガ
ス
集
合
溶
接
装
置
及
び
乾
燥
設
備
を
除
く
。
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。

）
及
び
そ
の
附
属
設
備

二

特
定
化
学
設
備
（
別
表
第
三
第
二
号
に
掲
げ
る
第
二
類
物
質
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
又
は
同
表
第
三

号
に
掲
げ
る
第
三
類
物
質
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
設
備
で
、
移
動
式
以
外
の
も
の
を
い
う
。
第
十
五
条
第
一
項
第

十
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
そ
の
附
属
設
備

第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

化
学
設
備
（
配
管
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
附
属
設
備

第
十
五
条
第
一
項
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十

特
定
化
学
設
備
及
び
そ
の
附
属
設
備

第
十
九
条
の
見
出
し
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
イ
中
「
化
学
調
味
料
製
造
業
」
を
「
う
ま
味
調



味
料
製
造
業
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
五
号
中
「
第
六
条
第
十
六
号
の
ボ
イ
ラ
ー
又
は
同
条
第
十
七
号
」
を
「
ボ
イ
ラ
ー
（
小
型
ボ
イ
ラ
ー
及
び
次

に
掲
げ
る
ボ
イ
ラ
ー
を
除
く
。
）
又
は
第
六
条
第
十
七
号
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

胴
の
内
径
が
七
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
か
つ
、
そ
の
長
さ
が
千
三
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
蒸
気
ボ
イ

ラ
ー

ロ

伝
熱
面
積
が
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー

ハ

伝
熱
面
積
が
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
温
水
ボ
イ
ラ
ー

ニ

伝
熱
面
積
が
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
貫
流
ボ
イ
ラ
ー
（
気
水
分
離
器
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
気

水
分
離
器
の
内
径
が
四
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
か
つ
、
そ
の
内
容
積
が
〇
・
四
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
に

限
る
。
）

第
二
十
一
条
第
七
号
中
「
特
定
化
学
物
質
等
」
を
「
特
定
化
学
物
質
若
し
く
は
第
六
条
第
二
十
三
号
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲

げ
る
物
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
特
定
化
学
物
質
等
」
を
「
特
定
化
学
物
質
」
に
、
「
同
号
５
の
２
」
を
「
同
号
５
」
に



改
め
、
「
業
務
を
除
く
。
）
」
の
下
に
「
、
第
六
条
第
二
十
三
号
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
物
を
製
造
し
、
若
し
く
は
取
り

扱
う
業
務
」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
九
条
の
三
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
特
定
化
学
物
質
等
」
を
「
特
定
化
学
物
質
」
に
、
「
第
十
五
条
」
を
「
第
九
条
の
三
」
に
改
め
、
同
表
第

二
号
４
を
削
り
、
同
号
５
を
同
号
４
と
し
、
同
号
５
の
２
を
同
号
５
と
す
る
。

（
労
働
安
全
衛
生
法
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
号
中
「
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験
、
」
を
「
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
及
び
」
に
改
め
、

「
及
び
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
」
を
削
る
。

（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和

六
十
一
年
政
令
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
の
表
第
三
十
二
条
第
二
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第
三
十
二
条
第
二
項

第
三
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四

第
三
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
項
（
労
働
者
派

項

遣
法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
場
合
を
含
む
。
）

同
条
第
一
項

第
三
十
条
の
二
第
一
項

第
六
条
第
一
項
の
表
第
三
十
二
条
第
二
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
十
二
条
第
三
項

第
三
十
条
の
三
第
一
項
又
は
第
四

第
三
十
条
の
三
第
一
項
又
は
第
四
項
（
労
働
者
派

項

遣
法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
場
合
を
含
む
。
）

第
六
条
第
一
項
の
表
第
三
十
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
項
中
「
第
三
十
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
三
十
二
条

第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
、
「
、
第
三
十
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
条
の
三
第
一
項
若

し
く
は
第
四
項
」
を
加
え
、
「
若
し
く
は
第
三
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
（
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
（
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
五
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
第
三
十
六
条
の
項
を



次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条

第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
一

第
三
十
一
条
第
一
項
（
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
五

条
の
二
、
第
三
十
二
条
第
一
項
か

条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を

ら
第
五
項
ま
で
、
第
三
十
三
条
第

含
む
。
）
、
第
三
十
一
条
の
二
（
労
働
者
派
遣
法

一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
三

第
四
十
五
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ

十
四
条

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
二
条
第
一
項
か
ら

第
四
項
ま
で
（
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
五
条
第
十

五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
三
十
二
条
第
五
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項

（
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
五
条
第
十
五
項
の
規
定

に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十

三
条
第
二
項
又
は
第
三
十
四
条
（
労
働
者
派
遣
法

第
四
十
五
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ



る
場
合
を
含
む
。
）

第
三
十
二
条
第
六
項

第
三
十
二
条
第
六
項
（
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
五

条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を

含
む
。
）

（
公
益
法
人
に
係
る
主
務
官
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
等
に
関
す
る
政
令
等
の
一
部
改
正
）

第
五
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」
を
「
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改

善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
改
め
る
。

一

公
益
法
人
に
係
る
主
務
官
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
四
年
政
令
第
百
六
十
一
号
）
別

表
第
一
厚
生
労
働
省
の
項

二

公
益
信
託
に
係
る
主
務
官
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
四
年
政
令
第
百
六
十
二
号
）
別

表
第
一
厚
生
労
働
省
の
項

三

厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
第
百
五
十
六
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号

四

労
働
政
策
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
表
労
働
条
件
分
科
会
の
項



（
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
の
一

部
の
委
任
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限

の
一
部
の
委
任
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
四
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」
を
「
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法

」
に
改
め
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」
を
「
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
に
、
「
労
働
時
間
短
縮
実
施
計
画
」
を
「
労
働
時
間
等
設
定
改
善
実
施
計
画
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
労
働
時
間
短
縮
実
施
計
画
」
を
「
労
働
時
間
等
設
定
改
善
実
施
計
画
」
に
改
め
る
。

第
二
章

経
過
措
置

第
七
条

労
働
安
全
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定

め
る
資
産
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務
大
臣
に
協
議
し
て
定
め
る
資
産
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
承
継
す
る
資
産
は
、
労
働
保
険
特
別
会
計
労
災
勘
定
に
帰
属
す
る
。



３

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
労
働
保
険
特
別
会
計
労
災
勘
定
に
お
い
て
現
金
を
承
継
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
現
金
は

、
労
働
保
険
特
別
会
計
労
災
勘
定
の
歳
入
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
第
一
項
の
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
二
十

六
号
に
掲
げ
る
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
平
成
四
年
法
律
第
九
十
号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ

る
交
付
金
（
次
条
に
お
い
て
「
時
短
交
付
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
時
短
交
付
金
に

係
る
こ
の
政
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


